
は
と
ど
ち
っ
と
と
云
皮
也
。
依
之
出
し
申
事
法
度
の
由
陀
て
御
山
田

候
。
右
御
閑
人
衆
は
蝦
夷

K
一
授
起
候
と
て
御
越
候
事
。

草
も
此
方
の
と
替
不
出
叩
候
。
乍
去
何
も
大
吉
陀
御
座
候
。
山
吹
な
ど

可
翻
小
説
巻
刈

物
を
以
、
首
陀
掛
申
背
中
。

右
の
獄
の
皮
、
餓
路
の
節
蝦
夷
の
と
か
し
と
申
所
に
て
、
松
前
段
御

家
来
問
中
平
兵
衛
・
樟
問
七
郎
左
衛
門
と
申
人
改
被
巾
候
て
、
此
皮

共
納
入
共
は
何
れ
も
弓
を
持
申
候
。
弓
の
木
を
蝦
夷
に
て
承
候
へ

ば
、
と
る
ふ
と
申
木
の
よ
し
に
御
座
候
。
木
の
な
り
は
丸

t
し
て
跡

先
を
細
〈
致
し
、
長
さ
は
四
尺
許
花
見
え
申
候
。
殊
の
外
強
弓
の
よ

し
承
候
。
相
川
に
は
木
を
け
づ
り
、
木
の
間
方
よ
り
あ
て
候
欣
四
m
m
k

成
中
候
。
根
は
大
形
竹
に
て
御
座
候
事
。

脇
刺
は
白
鞘
也
。
一
尺
四
五
寸
陀
見
え
巾
候
。
れ
ん
じ
ゃ

t
の
桜
成

枚
般
の
内
へ
投
入
候
得
共
、
結
中
陀
て
は
皮
類
を
忌
申
候
故
返
し
候

へ
ば
、
叉
弓
陀
て

h
E
し
候
故
取
巾
候
。

候
。
七
十
人
程
の
内
陀
、
女
は
二
人
相
見
え
申
幕
。

我
等
共
部
品
市
物
を
十
肱
川
守
也
候
へ
ば
、
皆
川
聞
の
者
共
取
候
問
、
迫

懸
と
め
ん
と
仕
候
待
共
、
弓
に
て

h
d
E
し
候
故
、
北
ハ
泊
に
し
て
世

巾
候
。
共
後
隣
人
寄
A
u
巾
が
、
何
と
絞
A
口
市
候
哉
ち
ん
、
駄
の
皮
六

容
不
断
消
不
申
候
。
共
故
か
水
殊
の
外
つ
め
た
〈
御
座
候
。
我
等
共

上
り
申
所
よ
り
隣
人
の
在
所
へ
は
、
往
来
一
一
一
回
路
陀
御
座
候
。
若
脊

命
陀
て
罷
郎
候
へ
ば
物
語
と
存
じ
、
跡
を
し
た
ひ
会
長
へ
ば
、
頻
陀

乎
に
て
っ
き
反
し
候
。
治
無
理
に
参
ら
ん
と
仕
候
へ
ば
、
又
弓
陀
て

治
ど
し
候
故
、
何
も
罷
餓
候
背
中
。

江
の
柏
崎
祐
ぷ
と
の
川
崎
は
、
磯
仰
に
般
に
て
参
申
候
。
行
税
卜
二

型

六
O
九

不
断
食
事
は
鳥
獣
ば
か
り
食
申
候
。
米
を
錦
見
候
へ
ば
知
不
申

E
O
 

甘
口
可 海

陀
は
と
ピ
ら
つ
と
・鯨
多
〈
御
山
出
候
。
何
も
弓
陀
て
射
巾
候
て
、

共
後
も
り
の
様
成
物
に
て
と
め
申
候
。

川
に
は
鱒
多

t
御
座
候
。
汐

干
に
は
手
術
に
仕
候
由
。

ぬ
類
此
方
の
に
替
不
申
候
。
然
共
肌
叫
・鳶
・闘
は
大
に
御
座
候
事
。
狐

は
此
方
の
よ
り
は
取
分
大
に
御
山
田
候
。
鹿
は
蝦
夷
よ
り
共
方
陀
は
無

御
座
候
事
。

は
三
帯
許
宛
御
座
候
。
い
た
ど
り
は
二
丈
除
も
御
座
候
。
竹
の
採
に

見
え
申
候
。
百
合
平
の
花
殊
の
外
大
医
御
山
候
。
共
外
大
木
共
海
山

に
御
底
候
。
大
形
は
皆
と
ろ
と
申
木
に
て
、
業
は
け
や
き
の
少
し
ち

ひ
さ
〈
御
陵
候
事
。

一
、
北
海
側
聞
流
柑
相
談

勢
州
松
坂
七
郎
兵
衛
と
申
者
の
船
頭
・水
主
凡
十
四
人
、
外
に
一
人

は
紀
州
哨
啄
よ
り
江
戸
へ
狙
氷
上
梁
の
者
と
十
五
人
、
山
間
子
，
十
二

月
二
十
三
日
志
州
鳥
羽
を
出
舶
の
所
、
俄
に
北
風
烈
敷
吹
出
、
法
州

新
居
上
，
片
抽
出
中
と
云
所
陀
舶
を
か
け
訓
問
。
二
十
四
日
朝
西
風
陀
成

り
少
和
ぎ
た
る
故
、
問
国
塚
前
迄
走
候
属
医
、
叉
共
脆
よ
り
北
風
に
成

候

τ舵
を
も
吹
折
れ
共
、
代
舵
指
替
る
事
も
な
ら
や
'
、
二
十
五
日
朝

漸
〈
代
舵
を
さ
し
候
。
此
時
米
二
百
石
徐
は
ね
申
候
。
治
風
訓
山
故
笠

夜
九
日
の
問
、
辰
巳
の
方
へ
吹
き
行
。
九
日
目
に
岡
山
銀

p
、
モ
よ
/
¥

一
、
究
文
元
年
の
盟
熱

寛
文
元
年
半
丑
至
て
蛇
熱
の
年
也
。
参
州
の
稲
長
さ
八
尺
、
政
州
久

能
榊
原
越
中
守
領
内
よ
り
、
稲
陀
校
あ
る
を
江
戸
へ
献
宇
。
本
よ
り

一
尺
八
寸
陀
校
三
つ
あ
り
。
一
の
校
の
秘
に
百
七
十
粒
・二
の
技
に

百
+
七
粒
・三
の
校
に
九
十
三
粒
あ
り
。
叉
富
士
山
の
柿
叫
に
方
三
町

の
閑
地
あ
り
、
共
問
中
陀
も
抽
叩
陀
有
秘
と
云
。
今
年
惣
様
の
誌
の
長

さ

五

尺

寸

。

可
視
小
説
巻
品
川

可
観
小
説
怨
刈

如

t
前
合
陀
仕
候
事
。

刑
山
の
長
、
苅
さ
日
本
の
大
低
の
人
よ
り
は
七
八
寸
程
向
し
て
、
耳
に

は
白
銀
の
環
を
付
申
候
。
髪
は
屈
の
泊
陀
て
揃
候
て
禿
に
て
御
座
候
。

同
組
は
成
程
長
〈
御
山
田
候
事
。

見
女
の
物
言
問
わ
け
不
申
・
候
。
克
此
方
か
ら
巾
都
を
も
附
知
子
巾

共衣成
上主H 申
清は候
1'1: Ii'守司E
熊 l亡。
の猷
皮の
を皮
縫 E
合毛
、の

毛方
のを
方内
主ヘ
タト し
1'1:て

し綴
て合

苦納
長官

君主
む穴

候
て
一
人
は
何
方
へ
哉
ち
ん
参
候
て
、

日
過
龍
郎
候
。

廿
背
後
間
も

な
〈
方
h
k

よ
り
人
集
り
候
。
共
同
川
陀
十
二
日
居
巾
内
に
七
十
人
許
に

受
辛
丑
三
月
末
っ
か
た
よ
り
七
月
牛
迄
、
日
月
の
光
を
不
見
し
て
有

け
り
。
共
内
二
三
度
幽
陀
少
の
内
見
え
候
特
北
ハ
、
霧
深
し

τ叉
も
と

の
如

t
K成
申
候
。
左
候
て
七
月
二
十
五
日
陀
大
き
成
婦
に
衆
懸
候

K
付
、
碇
を
懸
m
M候
待
共
、
北
ハ
制
を
岩
の
角
陀
て
指
切
候
故
、
は
し

舟
陀
乗
り
磯
溢
へ

上
候
へ
ば
、
由
貿
砂
の
有
磁
陀
水
流
出
候
。
其
川

端
陀
苫
屋
二
軒
御
座
候
。
共
患
の
内
に
人
三
入
居
候
が
、
我
山
叫
却
を
見

大

O
八

と
酋
に
吹
替
候
へ
ば
目
下
へ
疏
さ
れ
、
共
後
は
貧
卯
の
方
を
指
て
、

七
月
十
五
日
経
吹
流
さ
れ
候
事
。




